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2021年の日本音楽コンクール・ピアノ部門を圧倒的な演奏で制し、
一躍全国にその名を知られた谷昂登。トッパンホールでは、彼が
まだ中学生の頃からその底知れぬ才能に注目し、ソロとデュオに
よる二度の〈ランチタイムコンサート〉などを通して、ピアニストと
しての心技の成長をつぶさに見守りサポートしてきた。

谷に初めて会ったのは、2018年春のこと。まだ北九州に住む中学
生だった谷が東京に来る機会をとらえ、ピティナの東音ホールをお借
りして演奏を聴かせてもらった。大好きなロシアものでの作品把握
の的確さ、感情移入の深さ、何より「ピアノを弾く」ことにだけ興味
があるのではなく、作品のもつ「音楽」そのものに近づこうとする姿勢
が魅力的で、新たな才能との出会いに久々に心躍る喜びを感じた。
その後機会あるごとにホールに招いて、演奏を聴き、様々なアド
バイスも繰り返した。文学や美術、演奏する作品や作曲家の背景、
弦楽器やオーケストレーションなどへの造詣も積極的に深めながら、
単に「ピアノを上手に弾く」だけにとどまらない内面の充実した演奏
家として弛まぬ歩みを続け、その成果を結実させ今に至っている。

今回のプログラムには、そんな谷昂登の現在の特徴が実によく
表れている。「リストの難曲、ロ短調ソナタを弾かない？」と投げ
掛けたところ、シューマンの幻想曲を対の作品として提案してきた。
よく知られるように、この2曲はベートーヴェンのモニュメント設立
の機会に出会った二人がお互いに献呈し合った作品。そんな縁

えにし

の
もととなったベートーヴェンの作品の中から、ロマン派への発展を
感じさせるソナタ《テレーゼ》を組み合わせ、実に含蓄のある知
的で魅力的なプログラムが完成した。18歳のリサイタルにしては、
実に緻密に考えられたプログラムだ。

コンクールの場においても、腕に覚えのある若手にありがちな、
効果を狙ったあざとい表現は避け、ひと晩のリサイタルのように
真摯に音楽と向き合ってきた谷。そうそう頻繁には現れることの
ない真の逸材のフルリサイタルでのトッパン・デビューの興奮を、
ぜひその目と耳で、ご体感ください！
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